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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ信号またはオーディオシステムに関連付けられた信号経路に沿って生じる高
調波歪み成分を管理および／または低減するための装置であって、
　少なくとも１つの位相差信号を生成するための位相発生器を備え、前記少なくとも１つ
の位相差信号は、基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号または前記位相
発生器によって生成される基準オーディオ信号に対して一定の位相差を有する前記オーデ
ィオ信号のバージョンであり、前記一定の位相差または各々の一定の位相差は、前記信号
経路に沿って生じる前記高調波歪み成分をキャンセルするように適合され、前記装置はさ
らに、
　基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号、または、前記位相発生器によ
って生成される前記基準オーディオ信号、および前記オーディオ信号の前記バージョンも
しくは各々のバージョンを受信して別々に増幅するためのそれぞれの増幅器チャネル備え
、各々の増幅器チャネルは、実質的に等しいゲインおよび／または性能パラメータを有し
、前記装置はさらに、
　基準オーディオ信号として作用する増幅されたオーディオ信号、または前記位相発生器
によって生成される基準オーディオ信号、および、前記オーディオ信号の増幅された前記
バージョンもしくは各々の増幅されたバージョンに対応する音声を受信して別々に生成す
るためのそれぞれのラウドスピーカチャネルを備え、各々のラウドスピーカチャネルは実
質的に等しい性能パラメータを有するとともに、前記信号経路に沿って生じる前記高調波
歪み成分と比べて低減されている高調波歪み成分を含む前記オーディオ信号に対応する、
合成された音声を生成するために他のラウドスピーカチャネルに対して相対的に前記音声
を放射させるように適合されている、装置。
【請求項２】
　前記基準オーディオ信号は、基準位相を有する周波数成分を含む前記オーディオ信号の
バージョンを含む、請求項１に記載の装置。
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【請求項３】
　前記位相発生器は、２つのチャネルを用いて、二次高調波歪み成分を実質的に完全にキ
ャンセルするために、基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号、または前
記位相発生器によって生成される前記基準オーディオ信号に対して９０度だけ位相がシフ
トされている前記オーディオ信号の１つのバージョンを生成するように適合される、請求
項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記位相発生器は、２つのチャネルを用いて、二次高調波歪み成分および三次高調波歪
み成分の両方を少なくとも部分的にキャンセルするために、基準オーディオ信号として作
用する前記オーディオ信号、または前記位相発生器によって生成される前記基準オーディ
オ信号に対して第１の角度だけ位相がシフトされている前記オーディオ信号の１つのバー
ジョンを生成するように適合される、請求項１または２に記載の装置。
【請求項５】
　前記位相発生器は、３つのチャネルを用いて、二次高調波歪み成分を実質的に完全にキ
ャンセルするとともに、三次高調波歪み成分を少なくとも部分的にキャンセルするために
、基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号、または前記位相発生器によっ
て生成される前記基準オーディオ信号に対してそれぞれ６０度および１２０度だけ位相が
シフトされている前記オーディオ信号の２つのバージョンを生成するように適合される、
請求項１または２に記載の装置。
【請求項６】
　前記位相発生器は、３つのチャネルを用いて、二次高調波歪み成分および三次高調波歪
み成分の両方を部分的にキャンセルするために、基準オーディオ信号として作用する前記
オーディオ信号または前記位相発生器によって生成される前記基準オーディオ信号に対し
て第１の角度および第２の角度だけ位相がシフトされている前記オーディオ信号の２つの
バージョンを生成するように適合される、請求項１または２に記載の装置。
【請求項７】
　前記位相発生器は、４つのチャネルを用いて、二次高調波歪み成分および三次高調波歪
み成分の両方を実質的に完全にキャンセルするために、基準オーディオ信号として作用す
る前記オーディオ信号または前記位相発生器によって生成される前記基準オーディオ信号
に対してそれぞれ６０度、９０度および１５０度だけ位相がシフトされている前記オーデ
ィオ信号の３つのバージョンを生成するように適合される、請求項１または２に記載の装
置。
【請求項８】
　各々のラウドスピーカチャネルはダイレクトラジエータを含み、視聴者の方に向けられ
ている、前述の請求項のいずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記ラウドスピーカチャネルは互いの方に向けられている、請求項１から７に記載の装
置。
【請求項１０】
　各々のラウドスピーカチャネルはポートから放射状に広がっており、複数のポートが互
いに隣接して配置されている、請求項１から７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記位相発生器はアナログ回路を含む、前述の請求項のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記位相発生器はデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）を含む、請求項１から１０に記載
の装置。
【請求項１３】
　各々の増幅器チャネルは、複数のラウドスピーカの複数のセットの配列における複数の
ラウドスピーカドライバを駆動する、前述の請求項のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１４】
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　各々のラウドスピーカチャネルは線形配列を含み、各々の１つおきのラウドスピーカチ
ャネルは、先行のラウドスピーカチャネルとは異なる角度だけ位相がシフトされている出
力を有する、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記異なる角度は９０度である、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　各々のラウドスピーカチャネルは閉じられた箱構造を含む、前述の請求項のいずれか１
項に記載の装置。
【請求項１７】
　各々のラウドスピーカチャネルは、能動的に均等化された立上り音響周波数応答を含む
周波数帯域にわたって動作する、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記位相差は、比較的低いパワーレベルでの９０度から比較的高いパワーレベルでの６
０度に切換わるように適合され、切換えを決定する前記パワーレベルは、主要な二次高調
波歪み成分と主要な三次高調波歪み成分との間の遷移に実質的に対応している、請求項２
または３に記載の装置。
【請求項１９】
　前記位相差は、パワーレベルが増加するのに応じて９０度から６０度に徐々に遷移する
、請求項２または３に記載の装置。
【請求項２０】
　各々のラウドスピーカチャネルは、任意の気体媒体、流体媒体または固体媒体において
亜音速音、可聴音または超音波音を生成するために、電磁気、静磁気、静電気、圧電気、
電歪、磁歪、無限バフル、閉じられた箱、通気孔付き箱、パッシブラジエータ箱、ダイポ
ーラおよびバイポーラを含むいずれかの公知のタイプの技術を含む、請求項１または２に
記載の装置。
【請求項２１】
　オーディオ信号またはオーディオシステムに関連付けられた信号経路に沿って生じる高
調波歪み成分を管理および／または低減するための方法であって、
　基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号または位相発生器によって生成
される基準オーディオ信号に対して一定の位相差を有する前記オーディオ信号のバージョ
ンである少なくとも１つの位相差信号を生成するステップを含み、前記一定の位相差また
は各々の一定の位相差は、前記信号経路に沿って生じる前記高調波歪み成分をキャンセル
するように適合され、前記方法はさらに、
　基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号、または前記位相発生器によっ
て生成される前記基準オーディオ信号、および、前記オーディオ信号の前記バージョンも
しくは各々のバージョンを、それぞれの増幅器チャネルを介して別々に増幅するステップ
を含み、各々の増幅器チャネルは実質的に等しいゲインおよび／または性能パラメータを
有し、前記方法はさらに、
　基準オーディオ信号として作用する増幅されたオーディオ信号、または前記位相発生器
によって生成される基準オーディオ信号、および、前記オーディオ信号の増幅された前記
バージョンもしくは各々の増幅されたバージョンに対応する音声を、それぞれのラウドス
ピーカチャネルを介して、別々に生成するステップを含み、各々のラウドスピーカチャネ
ルは実質的に等しい性能パラメータを有するとともに、前記信号経路に沿って生じる前記
高調波歪み成分と比べて低減されている高調波歪み成分を有する前記オーディオ信号に対
応する、合成された音声を生成するために、他のラウドスピーカチャネルに対して相対的
に前記音声を放射する、方法。
【請求項２２】
　オーディオシステムなどのシステムに関連付けられた信号経路に沿って生じる高調波歪
み成分を被るオーディオ信号などの信号を処理するための装置であって、
　少なくとも１つの位相差信号を生成するための位相発生器を含み、前記少なくとも１つ
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の位相差信号は、基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号または前記位相
発生器によって生成される基準オーディオ信号に対して一定の位相差を有する前記オーデ
ィオ信号のバージョンであり、前記一定の位相差または各々の一定の位相差は、前記信号
経路に沿って生じる前記高調波歪み成分をキャンセルするように適合され、
　前記基準オーディオ信号および前記オーディオ信号の各バージョンは、前記信号経路に
沿って生じる前記高調波歪み成分に比べて低減されている高調波歪み成分を有する前記オ
ーディオ信号に対応する、合成された音声を生成するように適合される、装置。
【請求項２３】
　前記基準オーディオ信号は、基準位相を有する周波数成分を含む前記オーディオ信号の
バージョンを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記位相発生器は、２つのチャネルを用いて、二次高調波歪み成分を実質的に完全にキ
ャンセルするために、基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号、または前
記位相発生器によって生成される前記基準オーディオ信号に対して９０度だけ位相がシフ
トされている前記オーディオ信号の１つのバージョンを生成するように適合される、請求
項２２または２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記位相発生器は、２つのチャネルを用いて二次高調波歪み成分および三次高調波歪み
成分の両方を少なくとも部分的にキャンセルするために、基準オーディオ信号として作用
する前記オーディオ信号、または前記位相発生器によって生成される前記基準オーディオ
信号に対して第１の角度だけ位相がシフトされている前記オーディオ信号の１つのバージ
ョンを生成するように適合される、請求項２２または２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記位相発生器は、３つのチャネルを用いて、二次高調波歪み成分を実質的に完全にキ
ャンセルするとともに、三次高調波歪み成分を少なくとも部分的にキャンセルするために
、基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号、または前記位相発生器によっ
て生成される前記基準オーディオ信号に対してそれぞれ６０度および１２０度だけ位相が
シフトされている前記オーディオ信号の２つのバージョンを生成するように適合される、
請求項２２または２３に記載の装置。
【請求項２７】
　前記位相発生器は、３つのチャネルを用いて、二次高調波歪み成分および三次高調波歪
み成分の両方を部分的にキャンセルするために、基準オーディオ信号として作用する前記
オーディオ信号または前記位相発生器によって生成される前記基準オーディオ信号に対し
て第１の角度および第２の角度だけ位相がシフトされている前記オーディオ信号の２つの
バージョンを生成するように適合される、請求項２２または２３に記載の装置。
【請求項２８】
　前記位相発生器は、４つのチャネルを用いて、二次高調波歪み成分および三次高調波歪
み成分の両方を実質的に完全にキャンセルするために、基準オーディオ信号として作用す
る前記オーディオ信号または前記位相発生器によって生成される前記基準オーディオ信号
に対してそれぞれ６０度、９０度および１５０度だけ位相がシフトされている前記オーデ
ィオ信号の３つのバージョンを生成するように適合される、請求項２２または２３に記載
の装置。
【請求項２９】
　前記位相発生器はアナログ回路を含む、請求項２１から２８のいずれか１項に記載の装
置。
【請求項３０】
　前記位相発生器はデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）を含む、請求項２１から２８のい
ずれか１項に記載の装置。
【請求項３１】
　前記位相差は、比較的低いパワーレベルでの９０度から比較的高いパワーレベルでの６
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０度に切換えるように適合され、切換えを決定する前記パワーレベルは、主要な二次高調
波歪み成分と主要な三次高調波歪み成分との間の遷移に実質的に対応している、請求項２
２または２３に記載の装置。
【請求項３２】
　前記位相差は、パワーレベルが増加するのに応じて９０度から６０度に徐々に遷移する
、請求項２２または２３に記載の装置。
【請求項３３】
　オーディオシステムなどのシステムに関連付けられた信号経路に沿って生じる高調波歪
み成分を被るオーディオ信号などの信号を処理するため方法であって、
　基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号または位相発生器によって生成
される基準オーディオ信号に対して一定の位相差を有する前記オーディオ信号のバージョ
ンである少なくとも１つの位相差信号を生成するステップを含み、前記一定の位相差また
は各々の一定の位相差は、前記信号経路に沿って生じる前記高調波歪み成分をキャンセル
するように適合され、前記方法はさらに、
　少なくとも、基準オーディオ信号として作用する前記オーディオ信号、または、前記位
相発生器によって生成される前記基準オーディオ信号、および、前記オーディオ信号の前
記バージョンもしくは各々のバージョンを含む出力を供給するステップを含み、前記出力
は、前記信号経路に沿って生じる前記高調波歪み成分に比べて低減されている高調波歪み
成分を有する前記オーディオ信号に対応する、合成された音声を生成するように適合され
る、方法。
【請求項３４】
　前記基準オーディオ信号は、基準位相を有する周波数成分を含む前記オーディオ信号の
バージョンを含む、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記信号経路に沿って生じる高調波歪み成分を被るオーディオ信号などの信号に関連付
けられた高調波歪み成分を管理および／または低減するためのラウドスピーカ装置であっ
て、
　複数の実質的に等しい区画を含む主筺体と、
　少なくとも２つのドライバとを備え、前記少なくとも２つのドライバは各々が実質的に
等しい性能パラメータを有し、各々が前記等しい区画のうち別個の区画に収容されており
、
　各々のドライバは、請求項２２から３２のいずれか１項に記載の装置および請求項３３
または３４に記載の方法によって処理される信号によって駆動されるように適合される、
ラウドスピーカ装置。
【請求項３６】
　２つのドライバを含み、前記２つのドライバは、二次高調波歪み成分を実質的に完全に
キャンセルするために、基準チャネルと、前記基準チャネルの位相応答から９０度だけ異
なる位相応答を有するチャネルとを含む２つのチャネルを用いて、信号によって駆動され
るように適合される、請求項３５に記載のラウドスピーカ装置。
【請求項３７】
　３つのドライバを含み、前記３つのドライバは、二次高調波歪み成分を実質的に完全に
キャンセルするとともに、三次高調波歪み成分を少なくとも部分的にキャンセルするため
に、基準チャネルと、前記基準チャネルの位相応答からそれぞれ６０度および１２０度だ
け異なる位相応答を有する２つの他のチャネルとを含む３つのチャネルを用いて、信号に
よって駆動されるように適合される、請求項３５に記載のラウドスピーカ装置。
【請求項３８】
　４つのドライバを含み、前記４つのドライバは、二次高調波歪み成分および三次高調波
歪み成分の両方を実質的に完全にキャンセルするために、基準チャネルと、前記基準チャ
ネルの位相応答からそれぞれ６０度、９０度および１５０度だけ異なる位相応答を有する
３つの他のチャネルとを含む４つのチャネルを用いて、信号によって駆動されるように適
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合される、請求項３５に記載のラウドスピーカ装置。
【請求項３９】
　前記ドライバは、前記基準チャネルが１５０度のチャネルの斜め向かいに位置するとと
もに、６０度のチャネルが９０度のチャネルの斜め向かいに位置するように、矩形形状に
配置される、請求項３８に記載のラウドスピーカ装置。
【請求項４０】
　歪みキャンセルオーディオシステムであって、
　基準オーディオ信号と前記基準オーディオ信号に対して位相がシフトされている他の信
号バージョンとを含む入力オーディオ信号の複数のバージョンを生成するための位相発生
器と、
　前記基準オーディオ信号と位相がシフトされている信号を有する前記他の信号バージョ
ンとを受信するための、かつ、対応する増幅器出力を供給するための複数の増幅器のセッ
トと、
　前記増幅器出力を受信するための、かつ、音響出力を生成するための複数のラウドスピ
ーカのセットとを備え、各々のラウドスピーカが互いのラウドスピーカの音響出力に対し
て一定の位相差を有する音響出力を生成するように、各々の増幅器が前記位相発生器から
の出力に対応するとともに、各々のラウドスピーカが増幅器に対応しており、
　前記ラウドスピーカは、それぞれの音響出力が互いに近接するように合成されて複合構
造にされる、歪みキャンセルオーディオシステム。
【請求項４１】
　歪みキャンセルオーディオシステムであって、
　基準オーディオ信号と、前記基準オーディオ信号に対してそれぞれ６０度、９０度およ
び１５０度だけ位相がシフトされている３つの他の信号バージョンとを含む入力オーディ
オ信号の４つのバージョンを生成するための位相発生器を備え、各々の信号バージョンは
マルチチャネルフォーマットで格納されるように適合されており、前記歪みキャンセルオ
ーディオシステムはさらに、
　前記４つの信号のバージョンを前記マルチチャネルフォーマットで格納するための記憶
媒体と、
　前記格納された４つの信号バージョンから前記４つの信号バージョンを再生成するため
デコーダと、
　前記再生成された４つの信号バージョンを受信するための、かつ、４つの増幅器出力を
生成するための４つの増幅器のセットと、
　前記４つの増幅器出力を受信するための４つのラウドスピーカのセットとを備え、前記
ラウドスピーカはそれぞれの音響出力が互いに近接するように配置される、歪みキャンセ
ルオーディオシステム。
【請求項４２】
　歪みキャンセルオーディオシステムであって、
　基準オーディオ信号と、前記基準オーディオ信号に対して９０度だけ位相がシフトされ
ている別の信号バージョンとを含む入力オーディオ信号の２つのバージョンを生成するた
めの位相発生器を備え、各々の信号バージョンはマルチチャネルフォーマットで格納され
るように適合されており、前記歪みキャンセルオーディオシステムはさらに、
　前記２つの信号バージョンを前記マルチチャネルフォーマットで格納するための記憶媒
体と、
　前記格納された２つの信号バージョンから前記２つの信号バージョンを再生成するため
デコーダと、
　前記再生成された２つの信号バージョンを受信するための、かつ、２つの増幅器出力を
生成するための２つの増幅器のセットと、
　前記２つの増幅器出力を受信するための２つのラウドスピーカのセットとを備え、前記
ラウドスピーカはそれぞれの音響出力が互いに近接するように配置されている、歪みキャ
ンセルオーディオシステム。



(7) JP 2019-523610 A5 2020.3.26

【請求項４３】
　歪みキャンセルオーディオシステムであって、
　基準オーディオ信号と、前記基準オーディオ信号に対して９０度だけ位相がシフトされ
ている別の信号バージョンとを含む入力オーディオ信号の２つのバージョンを生成するた
めの位相発生器を備え、各々の信号バージョンはマルチチャネルフォーマットで格納され
るように適合されており、前記歪みキャンセルオーディオシステムはさらに、
　前記２つの信号バージョンを前記マルチチャネルフォーマットで格納するための記憶媒
体と、
　前記格納された２つの信号バージョンから前記２つの信号のバージョンを再生成するた
めデコーダとを備え、一方の再生成された信号は前記基準オーディオ信号であり、他方の
再生成された信号は９０度の位相差を有し、前記歪みキャンセルオーディオシステムはさ
らに、
　前記再生成された基準オーディオ信号に対してそれぞれ６０度および１５０度の位相差
を有する２つのさらなる位相差信号を前記再生成された２つの信号バージョンから生成す
ることにより、０度、６０度、９０度および１５０度の相対的位相を有する４つの位相差
信号を得るためのさらなる１つの位相発生器または複数の位相発生器と、
　前記再生成された４つの位相差信号を受信するための、かつ、４つの増幅器出力を生成
するための４つの増幅器のセットと、
　前記４つの増幅器出力を受信するための４つのラウドスピーカのセットとを備え、前記
ラウドスピーカは、それぞれの音響出力が互いに近接するように配置されている、歪みキ
ャンセルオーディオシステム。
【請求項４４】
　請求項２２から３２のいずれか１項に記載の装置または請求項３３もしくは３４に記載
の方法によって処理される信号を含むかまたは格納しているデータキャリアまたは記憶装
置。
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